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「海洋プラスチック国際交流プログラム in 佐賀 vol.1」 

を開催します 
 

佐賀県では、世界的課題である海洋プラスチック問題の解決を目指し、学び考

え行動する拠点として、世界海洋プラスチックプランニングセンター（仮称） 

【愛称：PLA PLA（プラプラ）】の整備を進めており、様々な主体とプレ事業に取

り組んでいます。 

また、県民一人一人の環境保全意識を高めていく森川
もりかわ

海人
か い と

っプロジェクトを

推進しています。 

これらの取組の一環として、素晴らしい自然環境の中で佐賀との交流を深め

ることを目的に、（株）名村造船所等に在籍するインドネシアからの技能実習生

等と共に波戸岬ビーチクリーンなどを実施する標記交流プログラムを開催しま

す。 

また、参加者には「海洋プラスチック国際交流プログラム in 佐賀修了証」を

発行し、帰国後の活動と世界海洋プラスチックプランニングセンター（仮称）と

のつながりを深めていきます。 

 

記 

 

１．日時  令和 7 年 6 月 29 日（日曜日） 

9 時 海洋プラスチック問題についての講義 

会場：玄海町町民会館 

10 時 波戸岬ビーチクリーンアップ 

会場：波戸岬 

12 時 さが海洋プラスチック交流会 

会場：玄海町次世代エネルギーパーク あすぴあ 

２．参加者 （株）名村造船所等に在籍する技能実習生 約 70 名 ほか 

３．主催  佐賀県 

４．協力  唐津市、伊万里市、玄海町、佐賀県国際交流協会 

 

 

令和７年６月１８日 

県民環境部 脱炭素社会推進課 

担当者 井上、平川 

内線:1888  直通:0952-25-7079 

E-mail:datsutansosuishin@pref.saga.lg.jp 
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〇世界海洋プラスチックプランニングセンター（仮称）【愛称：PLA PLA（プラ

プラ）】について 

 

玄界灘を舞台に回収から再生、体験な

どを通して、海洋プラスチックの問題に

ついて学ぶことができる世界初の海洋

プラスチックの専門拠点。ここを訪れた

人が学び、考え、行動し、交流を生み出

す拠点になることを目指す。 

 
 

世界海洋プラスチックプランニングセンター（仮称）【愛称：PLA PLA（プラプ

ラ）】https://oceanplastic-saga.jp/ 
 
 

https://oceanplastic-saga.jp/

